
Chronic　Exercise　（日常の定期的運動）

の血圧上昇抑制因子の研究

国立栄養研究所

（共同研究者） 同

同
　

同
　

同

橋　本

樋　囗

山　川

大城戸

鈴　木

研　究　 目　 的

岡本ら1）により分離飼育された高血圧自然発症

ラット（　Spon　taneous　ly　Hypertensive　Rats，　SHR）

は，ヒトの本態性高血圧症モデル動物として最も

適していると評価されている．鈴木ら2）は，運動

が高血圧の遺伝素因を もつSHR ラットの血圧上

昇を抑制したことをすでに報告 し て い る．しか

し ，どのような機構によって継続的運動（Chron －

ic　exercise） が血圧上昇を 抑制するかについては

解明されていない．そこで，われわれは運動によ

る降圧機序を研究するために，強制と自由運動が

SHR ラットの 血圧調節におよぼす 効果を検討し

た．

方 法

9 週齢のオスSHR ラット，各10匹を，非運動

群（Non・trained）， 自由運動群（Voluntary　ex・

ercise）， 強制運動群（Forced　eχercise） にわけ

た， 全ラットを日本クレア固型飼料CE ―2 で飼

育し，飼料および飲料水（水道水）は自由摂取と

した．

強制運動群のラットはトレッドミルで101 時
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開， 週5 回の割合で12 週間の トレ ーニング をし

た．運動の強度は， 最初16 ．0m／min のスピード

ではじめ，1 週ごとに この 速度を2 ．7m／min ず

つ増し，　27．0m／min　（1．6lkm／hr．） にな っ た後

は，トレ ーニング終了までこの速度を保つように

した．自由運動量を評価するためには，水車式運

動装置を用いた3）．

ラットの血圧は， 夏目製作所のKN －209 ラッ

ト尾動脈圧測定装置を用い て 測定 し た．トレー

ニング効果を評価す る た め に，ラットの筋肉中

のSuccinate　Dehydrogenase　 （SDH ）活 性 を，

Lowry　 と　Passonneau　 による蛍光法1）によって

測定し， 心筋のNorepinephrine 濃 度 測 定 ．は

Jacobowitz らの方法5）によった．

成　　　 績

トレーニング終了後の各群の平均 体重は，非運

動群，自由運動群では差はなかった が，強制運動

群では他の2 群と比較して少 な か っ た（表1 参

照），

1 日当たりの自由運動による走行 距離は，17 週

齢で7 ．8km／日と最高になり， その後緩やかに低

下し，19週齢では5 ．1km／日であった ．



― 　156

表1　3 群の体亀 コハク酸脱水素酵素（SDH ）活性とノルエピネフリン濃度

Groups ヽ

Non －trained

Voluntary
Eχercise

Forced
Eχercise

No ．
of

Rats

9
　
7

9

Body　Weight

（g ）

323．9土4．7

314．6＋9 ．3

288．3±9．5＊＊

訟 馴諚 詢7
Heart

21．4土0．87

19．9土1．08

21．8±0．68

Soleus

5 。83土0．54

5．79土0．82

7 ．56±0．46＊

Values　are　mean 士SEM ．

＊　Exercise　values　significantly　different　（p ＜t）．05）fiom　non －trained　values．

＊＊E χercise　values　significantly　different　（p ＜0 ．01）from　non ・trained　values．
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図I　sHR ラットの自由運動による走行距離　二　　／



非 運動群 のSHR の心 筋のSDH 活 性 は2L4 ±

0 ．89μmoles ／g／min で あ り ，自由 と強制 の運動に

よ る増加 は認 めら れなかった ． また，非 運動 群 と

自 由 運動群 のSoleus　muscle　 のSDH 活性 に は差

はな かったが ，強 制運動で は約30 ％ の増 加を 示 し

た （p ＜0 ．05）（表1 ）．

SHR の平 均 血 圧 は 図2 に示 したよ うに ，9 週

齡で 約155mmHg で あ り，15 週齢で は，非 運勣

群 で206 ±4mmHg ，強制運動 群で216 ±6mmHg
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に達したが，自由運動群では187 ±4mmHg （p＜

0．05）と低かった．20週齢では非運動 群，強制運

動群の平均血圧は約210mmHg であ り， 自由運

動琲はそれらに比して約5 ％低い値で あった．自

由 運動はSHR ラットの血圧を15 週齢で10 ％（p

＜0 ．05）低下させだのに対し，強制運動によるラ

ットの，血圧上昇抑制は観察されず，こ の傾向は，

20 週齢のトレーニ ング終了時まで続いた．
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廴
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鯑朞p く0．01
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図2　sHR ラ ット の 血 圧 の 変 化

強制運動群の副腎中のNorepinephrine 濃度は

表1 に見るように，約10％非運動群および自由運

動群より高かった．

結　　　論

自由運動群では副腎中のNE 濃度が増加しなか

ったし，遺伝性高血圧も抑制された．

このことは，自由トレーニングはストレスにな

らなかったことを示唆し，So！eus筋のSDH 活

性の不変なことから，自由運動は持久性トレーニ

ングの効果を高めなかったことを物語っている．

これに反して，強制運動群では副腎中のNE 濃

度を増加させる傾向を示し，血圧上昇抑制作用は

観察されなかった．

このようなことは，自由運動と強制運動か血圧

調節に及ぼす効果の違いが，心筋中のCatechola・
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mine や交感神経系の血圧調節機序と密接に関連

していることを示唆してい乱　　　　　　　 ユ
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